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天井点検口設置取り止め

Ａ１号館（Ａ）ＳＤ-６
　　〃　　　　ＡＤ-１

平成27年2月4日

工業会館工事取り止め

工業会館工事取り止め
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天井点検口設置
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山梨大学（武田1）A１号館（Ａ）棟等建具改修工事



施工の立会い等 標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工事段階及び事項については、監督職員の

立会いを受ける。

施 工 の 検 査 等

一工程の施工の確認

及び報告

棟　　名　　称 階

測定室等

物の室内濃度の測定

ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン等の揮発性有機化合

室　　　　　　名 採取本数

指針値

測定物質、測定方法

種　類

ホルムア

ルデヒド

以下

・ｼﾞﾆﾄﾛﾌｪﾆﾙﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ誘導体固相吸着/溶媒抽出法で採取し

　高速液体クロマトグラフ法によって行う。

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

トルエン
・次のうちのいずれかの測定方法とする。

以下

以下

キシレン

　固相吸着―溶媒抽出法で採取し

　固相吸着―加熱脱着法で採取し

　　　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

　　　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

・　塗　　装

・　内装仕上げ施工（床、天井仕上げ等）　　・　表装

・　造　　園植栽工事

内装工事

塗装工事

施工の確認及び報告を行う工程 備　　　　　　　　　　　　考

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次に示す工程については、施工の確認及び報告を

監督職員に行うものとする。

標準仕様書に定めがあるもの以外で、次について監督職員の検査を受ける。

　※上記の室について、それぞれ１検体につき２回採取を行い測定する。

〈1.8.3〉

〈1.8.2〉

〈1.6.9〉

〈1.6.5〉

〈1.6.7〉

〈1.6.4〉

化 学 物 質 の

濃 度 測 定

・　と　　び　　 ・　

工　事　概　要

工 　 事 　 名 　 称

種　　　　　　　類

完成図の種類及び記入内容は次による。完　　成　　図

記　　入　　要　　領

技 術 検 査

　作成方法

完成図の様式等は次による。

測定結果が上回った場合の措置

　測定結果が指針値を上回った場合は、監督職員と協議する。

　原図サイズ

なお、完成写真には撮影方向等を明示した配置図、平面図を添付する。

工事写真帳は（　・　紙媒体　　・　電子媒体　）で　　　　部提出する。

完成写真はキャビネ版とし黒表紙、工事名称等は金文字入りとする。

提出方法：

　　　　　に使用しないこと。

貸与条件：貸与するＣＡＤデータを本工事における施工図又は完成図の作成のため以外

貸与する設計図のＣＡＤデータ著作者名：

本工事は、次の書類について電子納品の対象とする。

　　　　　　　　　　　　ファイル形式：

保全に関する資料　提出部数　・　　　部保全に関する資料

～５ｍ離した、室内の測定高さと同等の高さの所を試料採取位置として設定する。

さ1.2～1.5ｍの位置を試料採取位置として設定する。外気の試料採取は外壁及び空調吸排気口から２

室内と同様の条件で平行して採取する。試料採取は室の中央付近少なくとも壁から１ｍ以上離した高

の日変動で最大となることが予想される午後２時～３時頃に設定するのが望ましい。室外についても

以上密閉し、その後概ね３０分間採取の濃度（μg/m3）で表す。採取の時刻は揮発性有機化合物濃度

試料採取方法

　試料採取は室及びの外気の各１箇所を２回づつとし、対象室内を３０分換気後に対象室内を５時間

技　　能　　士
工　　種 技能検定の職種

以下

以下

スチレン

エチル

ベンゼン

以下

　容器採取法で採取し

・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　ガスクロマトグラフ－質量分析法によって行う。

　※両単位の換算は、２５℃の場合による。

材 料 の 検 査 等

備　　　　　考材　　料　　名

・　鉄筋施工

・　ﾌﾞﾛｯｸ建築　　・　ALCﾊﾟﾈﾙ施工　　・　ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ施工

・　防水施工

・　石材施工

・　タイル張り

・　建築大工

・　建築板金　　 ・　ｽﾚｰﾄ施工

・　内装仕上げ施工（鋼製下地）

・　左　　官

・　ｻｯｼ施工　　　・　ｶﾞﾗｽ施工建具工事

左官工事

金属工事

屋根、とい工事

木工事

タイル工事

石工事

防水工事

PCｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

ﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ工事

鉄骨工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事

鉄筋工事

仮設工事

・　左    官　　 ・　型枠施工　　・　ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・　と    び　　 ・　鉄　　工

建　築　改　修　工　事　特　記　仕　様　書

〈1.7.2〉

〈1.6.2〉

〈1.4.4〉

工 事 区 分

項目

区分

摘 要名 称

２章　仮 設 工 事

足 場 そ の 他 足場を設ける場合は、手すり据置き方式又は手すり先行専用足場方式とする。また、併

せて、足場の外側及び内側（躯体側）の両方に手すり、中さん及び幅木の機能を有する

ものを設置することとし、幅木はメッシュシート、防音シート及び防網等の有無の関わ

らず設置すること。

〈2.2.1〉

　　という）の適用を受ける場合は、これに適合した車両を使用しなければならない。

　　に適合する車両の使用」について、排出ガス規制条例の遵守を施工計画書に記載しな

　　う）が、当該工事場所のディーゼル車排出ガス規制条例（以下「排出ガス規制条例」

　①　受注者は本工事現場で使用し、又は使用される関係車両（以下本工事関係車両とい

　②　受注者は、本工事の施工に先立ち、本工事関係車両の「ディーゼル車排出ガス規制

　③　受注者は、本工事関係車両にディーゼル車を使用する場合には、車検証のコピーを

　　保管し、本工事関係車両を把握しなければならない。

　　督職員に報告しなければならない。

　④　受注者は、取締りにより本工事関係車両に違法行為等があった場合には、直ちに監

　⑤　受注者は、資機材の搬出入等において、資材納入業者に搬出ガス規制条例を遵守さ

　　ければならない。

　　せるものとする。

と見なす。ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議するものとする。

現場代理人は、施工現場において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督職員に提出す

　排出ガス対策型建設機械、又は排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、

　本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規

制等に関する法律」（平成17年法律第51号）に基づく技術基準に適合する機械、、または

14年4月1日国総施第225号）、「排出ガス対策型建設機械の普及促進に関する規程」（平

成18年3月17日付け国土交通省告示第348号）もしくは「第３次排出ガス対策型建設機械指

定要領」（平成18年3月17日付け国総施第215号）に基づき指定された排出ガス対策型建設

機械を使用するものとする。排出ガス対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度

建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の

開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・　証明事業、もしくは建設技術審査

証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス対策機械と同等

備　　考種　　類

バックホウ

ブルドーザ

発動電動機（可搬式、溶接兼用機を含む）

空気圧縮機（可搬式）

油圧ユニット（基礎工事用機械で独立したもの）

ローラ類（ﾛｰﾄﾞﾛｰﾗ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ）

ディーゼルエンジン（エンジ

ディーゼルエンジン（エンジ

ン出力7.5kW以上、260kW以

下）を搭載したものに限る。

ン出力8kW以上、560kW以下）

を搭載したものに限る。

ホイールローダー

ホイールクレーン（ラフテレーンクレーン）

るものとする。

　低騒音型建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場において使用する建設機械の

写真撮影を行い、監督職員に提出するものとする。

　本工事においては「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関わる規程」（平成9年7月31

日建設省告示第1536号　最終改正　平成13年4月9日　国土交通省告示487号）に基づき国

土交通大臣が型式指定を行った低騒音型・低振動型建設機械を使用するものとする。ただ

しこれにより難い場合は、監督職員と協議の上、必要書類を提出するものとする。

「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成3年10月8日建設省経機発第249号　最終改正平成

〈1.3.11〉

施工中の環境保全等

低騒音型・低振動型

建 設 機 械 の 使 用

排出ガス対策型

建 設 機 械

デ ィ ー ゼ ル 車

排 出 ガ ス 規 制

に適合した車両

関係法令に従い適切に処分するもの

再生資源化を図るもの

現場において再利用を図るもの

特別管理産業廃棄物

引渡しを要するもの

この工事現場には、下記の資格を有する工事電力設備の保安責任者を選任する。

この工事現場では、次の施工条件による。

〈1.3.4〉

工事用電力設備

の 保 安 責 任 者

施　工　条　件

〈1.3.8〉

発生材の処理等

〈1.3.5〉

実 施 工 程 表 既成工期　　平成 　　 年 　　 月 　　 日（ 　 曜日）

〈1.2.1〉

１章　　一 般 共 通 事 項

Ｖ０＝　　　　ｍ／ｓ

建告示第１４５５号　　別表

垂直積雪深度：500　mm

定められた区分等

建築基準法に基づき定められた区分等建築基準法に基づき

　風速

　地表面粗度区分　　　　　　　　　　　　　　　　・　Ⅰ　　・　Ⅱ　　・　Ⅲ　　・　Ⅳ

　積雪区分

電気保安技術者 この工事現場に下記いずれかの資格を有する電気保安技術者(A)及び

〈1.3.3〉

　　業法の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条

　　第１項各号の科目を修めて卒業した者

　　検定に合格した者

　　格した者

　　施設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工

　　学（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

１　電気事業法及びその他関係法令による

項　　目　　名

２　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者

３　１級電気工事工事施工管理技士以上の資格を有する者

４　高等学校又はこれらと同等以上の教育施設において、電気事

５　旧電気工事技術者検定規定規則による高圧電気工事技術者の

６　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合

７　第１種電気工事士の資格を有する者

９　第２種電気工事士（旧電気工事士）以上の資格を有する者

８　２級電気工事施工管理技士以上の資格を有する者

１０　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

・・

２．特記仕様書の適用方法

　（１）・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付した事項のみ適用する。

　（２）　　　　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は，すべて適用しない。

　　　　を受ける。

　（５）左欄の(　)、((　))　内の数値は、下記の各該当番号を示す。

　　　　 (　) －公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)

　　　　((　))－文部科学省建築工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)

　　　　 <　> －公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)

　　　　<<　>>－文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)

　（４）特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、特記されたもの又は

　　　　同等以上のものとする。ただし、同等以上のものとする場合は、監督職員の承諾

　（３）表中の数字，文字又は記号を記入する事項は，記入してある事項のみ適用する。

工事請負契約基準、現場説明書、特記仕様書　　　枚、図面　　　枚、

総　　　　　　則

　真撮影要領に基づき工事を施工する。

　標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)、公共建築改修工事標準仕様書(統一基準)(平成

　２５年版)、文部科学省建築改修工事標準仕様書(特記基準)(平成２５年版)及び工事写

１．この工事の受注者は、、国立大学法人山梨大学工事請負契約細則別記の

　公共建築工事標準仕様書(統一基準)(建築工事編)(平成２５年版)，文部科学省建築工事

一　般　特　記　事　項

改修延べ面積

棟　　名　　称

工　　　　　種

構　造・階　数

延　べ　面　積

延 べ 面 積 計

改修延べ面積計

建　築　面　積

模 様 替 内 容

改修延べ面積

棟　　名　　称

工　　　　　種

構　造・階　数

延　べ　面　積

延 べ 面 積 計

改修延べ面積計

模 様 替 内 容

建　築　面　積

工事の種類・規模等

完 　 成 　 期 　 限

工 　 事 　 場 　 所

（0.20ppm）

870μg/m3

（0.07ppm）

260μg/m3

（0.08ppm）

100μg/m3 ○

○

室内濃度を測定し、指針値以下であることを確認し、報告する。

　　　　　　　　Ａ１及びＡ３

（0.05ppm）

220μg/m3

（0.88ppm）

3800μg/m3

　　　　　　　　　　　　　　○　２

　　　　　　図面ファイル：ＪＷＷ　及び　ＰＤＦ

　　　　　　工事写真及び完成写真：ＪＰＧ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本学

完成図　１部

　　　　　　　　他詳細な事項は監督職員の指示による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＪＷＷ

　完成写真、完成図、施工図

　　　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　　　　　１

　　　　　　　　施工図及び完成図は二つ折り製本及びＣＡＤデータとする。この

監督職員の指示による

監督職員の指示による施工図　１部

　測定機関は下記又は、同等の測定が行える機関とし監督職員の承諾を受けた機関とする。

測定機関

定するとともに、事前に施工計画書を監督職員に提出し承諾を得ること。

工事の実施にあたっては周辺環境を十分考慮し低騒音・低振動の工法及び建設機械を選

建

築

電

気

機

械

土

木

備 考

　㈱環境管理コンサルタント、㈱環境管理センター、イカリ消毒㈱

Ａ１、Ａ３各１部製本提出

パラジクロロ
ベンゼン

240μg/m3

（0.04ppm）

　　　　　　提出媒体　ＣＤ－Ｒ

　　　　　　ラベルには工事名、収納データ名、工期、施工者名を表示すること。

　　　　　　ファイル形式

工事の施工完了後、引き渡しをするまでの間に下表の測定室等の揮発性有機化合物の

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)等建具改修工事

（２）受入場所：

（３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

（４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督職員に提出する。

（５）工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりがたい場合は、監

　　　督職員と協議する。

（１）品名：　建設廃材（木くず、廃プラスチック）

（２）受入場所：

（３）搬出に先立ち搬出計画書を作成し、監督職員に提出する。

（４）日々の搬出量等をとりまとめた土砂等搬出調書を作成し、監督職員に提出する。

（５）工事発注後に明らかになった事情により、上記の指定によりがたい場合は、監

　　　督職員と協議する。

（２）処理方法：廃棄物処理法施行令による

（１）品名：　アスファルト塊及びコンクリート塊　　スチール製建具　扉・窓

①工期中、授業・試験・入試等に配慮し騒音を伴う工事は、予め監督職員と

協議する。

（１）品名：　

○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27区域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０

（特記を除く）2 10

建具改修、内装改修（天井点検口）

建具改修、内装改修（天井点検口）

山梨県甲府市武田四丁目４－３７　山梨大学武田１団地構内

工 事 名
図面名称・縮尺 図 面 番 号

担　　当部長 課長 補佐

山梨大学　施設・環境部 平成２７年　１月 特記 Ａ意匠 Ｃ外構 Ｓ構造

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事
特記仕様書（１）

特－１

天井点検口 点検口取付及び、開口部補強

○電気錠

同上配線配管、接続

配管配線、接続ボックスまで

操作盤～接続ボックスまで ○

墨出し

○

○

ボード切込

工事用電力設備 工事用電力設備の保安責任者(B)を選任する。

の 保 安 責 任 者

（A） （B）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ研究棟

R3

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

模様替

（409）

（396）

B1号館 B2号館 B3号館

R3 R4 R5

模様替 模様替 模様替

（1,258） （512）

（7,784） （4,519） （2,646）

（2,605）

R3

模様替

（431）

（1,081）

工業会館

A1号館(B) A2号館 A3号館(A) A3号館(B)A1号館(A)

R4 R4 R2 R3 R5

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

模様替 模様替 模様替 模様替 模様替

（2,230）

（7,452）

（239）

（956）

（776） （803） （782）

（1,444） （2,420） （2,986）

平成２７年３月２７日（金）



Ｎ

冬季主風向

夏季主風向

民有地

附属特別支援学校　

附属特別支援学校　

日常生活

訓練施設

課外活動施設 小体育館 武道場

弓道場

体育館

課外活動部室

プール管理室

ろ過装置室

飼育栽培室

生物教材

生物教材

飼育栽培温室

倉庫 倉庫 倉庫 車庫

放送大学

山梨学習センター

Ｐ１３

総合研究棟

水晶庫

倉庫 倉庫 変電室
本部管理棟

保健管理ｾﾝﾀｰ

生命環境学部

事務棟

総合案内所

工学部1号館

工業会館

国立
甲府病院

案内図

甲府市武田四丁目4-37
山梨大学武田１団地構内

大 学

公 道

公

道

武

田

通

り

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

ﾌﾟｰﾙ

池

ﾌﾟｰﾙ G

至
武
田
神
社

公

道

西北門

西門

Ｐ６

Ｐ４

Ｐ
Ｐ８

　

　

正門

中央西門

受水槽

公 道

公

 

道

A1号館 (A)

中央東門 保存緑地

A1号館(B)

東門

池 Ｐ５１ 池
ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱｰ

南門

池 東南門

Ｐ３０
B3号館

B1号館

共同機器室

排水処理施設

至
甲

府
駅

至
甲
府
駅

ﾗｲﾌｻｲｴﾝｽ実験施設

倉庫

的場

Ｌ号館（Ａ）

Ｌ号館（Ｃ）

受配電室

Ｊ号館

燃料庫

図書館

厚生会館
子供図書室

大学会館

A1号館 (A)

溶接室

A3号館 (B)

A3号館 (A)

B2号館

課外活動施設薬品庫

Ｓ１号館
Ｓ２号館

Ｓ３号館

A2号館

Ｌ号館(Ｂ)

Ｎ号館
Ｍ号館

プロジェクト
研究棟

情報メディア館

機器分析

情報メディア館

機械工場

機械工場

精密工作室

配置図

本工事場所

方 位

Ｎ

甲 府 駅

平和通り

北口

武田通り

至石和

至武田神社

至湯村

至松本 至新宿

至甲府ﾊﾞｲﾊﾟｽ

山 梨

工 事 名
図面名称・縮尺 図 面 番 号

担　　当部長 課長 補佐
Ａ－１

山梨大学　施設・環境部 特記 Ａ意匠 Ｃ外構 Ｓ構造

案内図・配置図

平成２７年　１月

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事



（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

N

工 事 名

課長 補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当

▲

▲

部長

山梨大学　施設・環境部

キープラン (１ )
凡例

Ａ－２

平成２７年　１月

　　建具改修工事を表す（電気錠取設のみ）

　　建具取替を表す

SD

SD

SD

SD
5

SD
1

SD
2

SD
3

SD
4

SD

SD

SD

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事

N

N N

Ａ-１号館（Ｂ）２階

Ａ-１号館（Ａ）２階

Ａ-１号館（Ｂ）３階

Ａ-１号館（Ｂ）４階

Ａ-１号館（Ｂ）１階

Ａ-１号館（Ａ）１階

Ａ-１号館（Ａ）３階

※天井点検口の設置位置は監督職員の指示による

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

アルミ製天井点検口　450×450　3箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　２箇所新設

Ａ-１号館（Ａ）４階

SD

Ａ-２号館１階平面図

▼ ▼

SD

SD

SD

N

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

アルミ製天井点検口　450×450　３箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　５箇所新設

Ａ-２号館１階

AD
1

SD

アルミ製天井点検口　450×450　５箇所新設

6

7

8

9

9
SD9

10

11

12

13

13

14

Ａ-1号館(Ａ)２階平面図・Ａ-１号館(Ｂ)２階平面図

Ａ-1号館(Ａ)１階平面図・Ａ-１号館(Ｂ)１階平面図 Ａ-1号館(Ａ)３階平面図・Ａ-１号館(Ｂ)３階平面図

Ａ-1号館(Ａ)４階平面図・Ａ-１号館(Ｂ)４階平面図

▲

▲



（化粧石膏ボード補修共）

工 事 名

補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当部長

山梨大学　施設・環境部

Ａ-３号館(Ａ)１階平面図・Ａ-３号館(Ｂ)１階平面図

▼ ▼

▲

▼

Ａ-３号館(Ｂ)４階平面図

Ａ-３号館（Ａ）３階平面図・Ａ-３号館(Ｂ)３階平面図

Ａ-３号館(Ｂ)５階平面図

課長

キープラン (２ )

Ａ－３

SD

SD SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

SD

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事

平成２７年　１月

凡例

　　建具改修工事を表す（電気錠取設のみ）

　　建具取替を表す

※天井点検口の設置位置は監督職員の指示による

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

Ａ-３号館(Ａ)２階平面図・Ａ-３号館(Ｂ)２階平面図

Ａ-３号館(Ａ)３階

Ａ-３号館(Ｂ)１階

Ａ-３号館(Ａ)１階

Ａ-３号館(Ｂ)２階

Ａ-３号館(Ａ)２階

Ａ-３号館(Ｂ)３階

Ａ-３号館(Ｂ)５階

Ａ-３号館(Ｂ)４階

N

N N

N N

アルミ製天井点検口　450×450　２箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　３箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　３箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

プロジェクト研究棟３階平面図

プロジェクト研究棟２階平面図

プロジェクト研究棟１階平面図

SD

N

平均天井高　H=2700

プロジェクト研究棟３階
アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

SD

▲

SD

SD

N

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

N

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

プロジェクト研究棟２階

プロジェクト研究棟１階
アルミ製天井点検口　450×450　２箇所新設

15

15

15

16

16

16

16

17

17

18

19

20

20

20



工 事 名

課長 補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当部長

山梨大学　施設・環境部

Ｂ-1号館１階平面図・Ｂ-３号館１階平面図 Ｂ-1号館３階平面図・Ｂ-３号館３階平面図

Ｂ-３号館５階平面図

Ｂ-３号館４階平面図

キープラン (３ )

Ａ－４

Ｂ-1号館２階平面図・Ｂ-３号館２階平面図

凡例

　　建具改修工事を表す（電気錠取設のみ）

　　建具取替を表す

※天井点検口の設置位置は監督職員の指示による

SD

▲

ＥＶ

スロープ

▲▲

▲

▲

▲

▲

▲

▲

屋階

22

SD SD

SD

SD

SD SD

SD SD

SD

SDSD

SD

SD

SD

SD SD

SD

SD

Ｂ-３号館１階

Ｂ-３号館２階

Ｂ-３号館３階

Ｂ-１号館１階 Ｂ-１号館３階

Ｂ-１号館２階 （化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

Ｂ-３号館４階

SD

SD

N

N N

N

N

Ｂ-３号館５階

平成２７年　１月

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

アルミ製天井点検口　450×450　４箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

（化粧石膏ボード補修共）

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　４箇所新設

工業会館２階平面図

工業会館１階平面図

26
7

▼

SD

SD

N

N

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設工業会館２階

工業会館１階

SD

AD
2

SD

アルミ製天井点検口　450×450　１２箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　３箇所新設

21

22

23

22

21

24

25 25 25

26

27

31

27

3128

31

31

28 31

27

31

31

34

32

33



工 事 名

課長 補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当部長

山梨大学　施設・環境部

Ｂ-２号館１階平面図 Ｂ-２号館３階平面図

Ｂ-２号館４階平面図

▲

▲

1 57

キープラン(４)

Ａ－５

凡例

　　建具改修工事を表す（電気錠取設のみ）

　　建具取替を表す

※天井点検口の設置位置は監督職員の指示による

山梨大学（武田１）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事

平成２７年　１月

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700 平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

（化粧石膏ボード補修共）

平均天井高　H=2700

N N

N N

SD

SD

SD

SD

SD

Ｂ-２号館２階平面図

Ｂ－２号館１階

Ｂ－２号館２階

Ｂ－２号館３階

Ｂ－２号館４階

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

（化粧石膏ボード補修共）

アルミ製天井点検口　450×450　１箇所新設

アルミ製天井点検口　450×450　２箇所新設

29

30

30

30

30



工 事 名

山梨大学　施設・環境部

部長 課長 補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当

１／１００

ＷＨ

形 状

見 込 枠 見 込

ガ ラ ス

備 考

金 具

符　　号

本 数

Ｈ

形 状

使用箇所

Ｗ

形 式

見 込

ガ ラ ス

金 具

備 考

符　　号 使用箇所

本 数

Ｈ Ｗ

形 状

形 式

見 込 枠 見 込

ガ ラ ス

金 具

備 考

材質・仕上

材質・仕上 枠材質・仕上

枠 見 込

材質・仕上 枠材質・仕上

符　　号

形 式

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

40 100 40 100

1使用箇所

1 1

1690

1 64 025 2 5

本 数

1690

16 402 5 2 5

枠材質・仕上 スチール スチールOP OP

1640 1640 2000 20001580 1580

1 1

鋼製両開き扉 鋼製両開き扉 鋼製両開き扉

スチール OP

40 40100 100

スチール OP

PW6.8

フランス落し、附属金物一式 フランス落し、附属金物一式

2010

19 602 5 2 5

2
3
2
5

2
3
0
0

2
5

2 01 0

1 96 025 25

2
3
2
5

2
3
0
0

2
5

鋼製両開き扉 鋼製両開き扉

スチール OP

40 40100 100

スチール OP

PW6.8 PW6.8

フランス落し、附属金物一式 フランス落し、附属金物一式

1 1

2300 1960 2300 1960

2 65 0

2 60 0

2
4
0
5

2
3
8
0

2
5

2 52 5

2 6 50

2 6 00

2
4
0
5

2
3
8
0

2
5

2 52 5

3 67 0

94 0 1 64 0 94 0 255025 5 0

36 70

94 0 16 40 9 40 2 55 02 5 5 0

2
8
7
5

2
1
0
0

6
0
0
2
5

1
5
0

2
8
7
5

2
1
0
0

6
0
0
2
5

1
5
0

2100 1640 2100 2380 26002380 26001640

改修前 改修後 改修前 改修後 改修前 改修後

改修前 改修後 改修前 改修後

SD
1
SD SD SD SD SD

SD SD SD SD

1 1 1 1

スチール

40

OP

100

PW6.8

スチール

40

OP

100

PW6.8

鋼製両開き扉

スチール OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

鋼製両開き扉

スチール OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F

A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F A-1号館　1F

鋼製両開き扉

2465

760 15 80

2
6
9
5

5
5
0

2
0
0
0

5 05 0

2
5

2 5

1
2
0

2 4 65

76 0 1 58 0

2
6
9
5

5
5
0

2
0
0
0

5 050

2
5

2 5

1
2
0

2
0
2
5

2
0
0
0

2000 2000

2
0
2
5

2
0
0
0

2
5

2
5

2 2 3 3

4 4 5 5

鋼製自動扉鋼製自動扉

PW6.8

電気錠取付のみ改修

PW6.8PW6.8

電気錠取付のみ改修

電気錠取付のみ改修 電気錠取付のみ改修

電気錠取付・フロアヒンジ取替のみ改修

※電気錠の配線については、建具取出しまでは建築工事、それ以降は別途電気設備工事とする。

山梨大学（武田１他）Ａ１号館(Ａ)棟等建具改修工事
建具表（１）

平成２７年　１月

鋼製両開き扉

SD SD

1 1

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

鋼製両開き扉

スチール OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

スチール

2
4
9
5

2
4
7
0

1
5
0

1
8
0
0

5
2
0

2 6 50

25 13 0014 0 10 20 14 0 25

2 65 0

2 60 0

2
4
9
5

2
4
7
0

2 52 5

2
5

2
5

2
5

A-1号館　2F A-1号館　2F

電気錠取付

2470 2650 2470 2650

改修前(撤去) 改修後(新設)

スチール

40

OP

100

PW6.8

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

SD SD

1 1

鋼製片開き扉

改修前 改修後

3340

80 0 80 0 40308 00 3 0 80 0

2
7
1
0

5
0
0

2
0
0
0

1
7
0

3 3 40

8 00 8 00 4 03080 04 0 30 8 00

2
7
1
0

5
0
0

2
0
0
0

1
7
0

パネル パネル

4
0

40

4
0

A-1号館　3F A-1号館　3F

1600200016002000

電気錠取付のみ改修

A-1号館　3F

40 100 40 100

1 1

スチール スチールOP OP

PW6.8 PW6.8

SD SD

1 80 0

5 70 1 10 0

2
8
3
0

2
0
0
0

6
2
0

4 0504 0

1
7
0

1 8 00

5 70 11 00

2
8
3
0

2
0
0
0

6
2
0

4 05040

1
7
0

4
0

4
0

A-1号館　3F

2000 1100 2000 1100

鋼製自動扉 鋼製自動扉

改修前 改修後

電気錠取付のみ改修

1 1

スチール OP

40100 100

スチール OP

PW6.8 PW6.8

電気錠取付

フランス落し、附属金物一式

1690

16 40

2
2
2
5

2
2
0
0

2 5 25

2
5

2200 22001690 1690

1 69 0

1 64 0

2
2
2
5

2
2
0
0

2 5 25

2
5

A-1号館　4F A-1号館　4F

改修後(新設)改修前(撤去)

Ａ－６

6 6

7 7 8 8
AD
1

AD
1

アルミ製引き戸 アルミ製両開き扉

50 505050

30

丁番、ドアクローザー 丁番、ドアクローザー 丁番、ドアクローザー 丁番、ドアクローザー

附属金物一式 附属金物一式

附属金物一式 附属金物一式 附属金物一式附属金物一式 附属金物一式
丁番、ドアクローザー、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠



SD

工 事 名

山梨大学　施設・環境部

部長 課長 補佐

図面名称・縮尺

特記 Ａ意匠 Ｓ構造

図 面 番 号

Ｃ外構

担　　当

１／１００

ＷＨ

形 状

見 込 枠 見 込

ガ ラ ス

備 考

金 具

符　　号

本 数

Ｈ

形 状

使用箇所

Ｗ

形 式

見 込

ガ ラ ス

金 具

備 考

符　　号 使用箇所

本 数

Ｈ Ｗ

形 状

形 式

見 込 枠 見 込

ガ ラ ス

金 具

備 考

材質・仕上

材質・仕上 枠材質・仕上

枠 見 込

材質・仕上 枠材質・仕上

符　　号

形 式

本 数

枠材質・仕上

使用箇所

※電気錠の配線については、建具取出しまでは建築工事、それ以降は別途電気設備工事とする。

山梨大学（武田１他）Ａ１号館(Ａ）棟等建具改修工事

平成２７年　１月

建具表（４）

SD SD

SD SD SD SD SD SD

SD SD SD

Ａ－９

SD SD
27 27 28 28 29

SD
29

30 30 31 31 32 32

33
SD
33 34 34

改修前 改修後

スチール

40

OP

100

PW6.8

フランス落し、附属金物一式

スチール

40

OP

100

PW6.8

フランス落し、附属金物一式

950

1
8
2
5

1
8
0
0

9 002 5 25

2
5

9 5 0

1
8
2
5

1
8
0
0

9 0 02 5 2 5

2
5

1800 900 1800 900

3 3

電気錠取付のみ改修

B-1号館　1･2･3FB-1号館　1･2･3F

鋼製両開き扉 鋼製両開き扉

スチール OP

40 40100 100

スチール OP

PW6.8 PW6.8

フランス落し、附属金物一式

改修前 改修後

1750

170 0

1
9
5
5

1
9
3
0

2
5

2 52 5

1 7 50

1 7 00

1
9
5
5

1
9
3
0

2
5

2 525

1930 19301700 1700

2 2

電気錠取付のみ改修

B-1号館　2･3F B-1号館　2･3F

改修前 改修後

1 1

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

2030

19 80

2
4
8
5

5
0
0

1
8
9
0

2 5

7
0

2
5

2 5

2 03 0

1 98 0

2
4
8
5

5
0
0

1
8
9
0

2 5

7
0

2
5

2 5

1890 18901980 1980

電気錠取付のみ改修

B-2号館　1FB-2号館　1F

改修前 改修後

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

1570

152 0

1
9
4
5

1
9
2
0

2
5

2 525

15 70

15 20

1
9
4
5

1
9
2
0

2
5

2 52 5

1920 1520 1920 1520

4 4

電気錠取付のみ改修

B-2号館　1･2･3･4FB-2号館　1･2･3･4F

改修前 改修後

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

鋼製両開き扉

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

1640

158 0

1
9
2
0

1
8
9
0

3
0

3 03 0

1 6 40

1 5 80

1
9
2
0

1
8
9
0

3
0

3 030

1890 18901520 1520

電気錠取付のみ改修

77

B-3号館　1･2･3･4･5FB-3号館　1･2･3･4･5F

改修前 改修後 改修前 改修後

1 1 1 1

スチール

40

OP

100

PW6.8

スチール

40

OP

100

PW6.8

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

スチール

40

OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

1310

460 8 00

2
5
8
5

2
0
6
0

4
0
0

2 5

1
0
0

2 5

1 3 10

46 0 80 0

2
5
8
5

2
0
6
0

4
0
0

2 5

1
0
0

2 5

2
5

2
5

2060 2060800 800

3 50 0

8 35 1 79 0 8 35

2
3
3
0

2
1
0
0

5
0

2 020

1
8
0

3 5 00

8 3 5 17 90 83 5

2
3
3
0

2
1
0
0

5
0

2 02 0

1
8
0

2100 21001790 1790

鋼製自動扉 鋼製自動扉

電気錠取付のみ改修 電気錠取付のみ改修

工業会館　1F工業会館　1F工業会館　1F工業会館1F

スチール OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

スチール OP

100

PW6.8

丁番、ドアクローザー、握玉シリンダー錠
フランス落し、附属金物一式

1 1

1970

8 00 4 00

2
3
1
5

1
8
0
0

4
2
0

2 57 02 5 6 50

7
0

2
5

1 97 0

80 0 4 0 0

2
3
1
5

1
8
0
0

4
2
0

2 5702 5 6 50

7
0

2
5

1800 1800800 800

改修前（撤去） 改修後（新設）

工業会館　2F 工業会館　2F
AD
2

AD
2

電気錠取付

910

810

2
3
3
0

2
1
0
0

5 0

5
0

1
8
0

5 0

改修前 改修後

工業会館　1F工業会館　1F

1 1

2100 810 2100 810

9 10

8 10

2
3
3
0

2
1
0
0

5 0

5
0

1
8
0

5 0

スチール

40

OP

100

PW6.8

フランス落し、附属金物一式

スチール

40

OP

100

PW6.8

フランス落し、附属金物一式

電気錠取付のみ改修

鋼製片開き扉 鋼製片開き扉

鋼製片開き扉 鋼製片開き扉

鋼製片開き扉 鋼製片開き扉 アルミ製片開き扉 アルミ製片開き扉

30 40

丁番、ドアクローザー、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠
フランス落し、附属金物一式

丁番、ドアクローザー、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠丁番、ドアクローザー、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠丁番、ドアクローザー、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠

丁番、ドアクローザー 丁番、ドアクローザー

附属金物一式 附属金物一式


